第5回国際薬理学会に参加して(話題) by 村山,智
〔千葉医会誌 49，61~62， 1973) 
〔話題〕 第 5回国際薬理学会に参加して 
1972年 7月23日より 28日までサンフランシスコにお
いて Featherstone教授 (Univ. of California，San 
Francisco) を会長として第 5回国際薬理学会が開催さ
れた。参加者 3，000名以上， 同伴者を合わせると 3，500
名に達する盛会であった。前回スイスで行なわれた時の
混乱とうってかわって整然たる運営で終始し，過去3年
間積立金までしたというアメリカ薬理学会々員一人一人
の意気と親切が集められた感であった。サンフランシス
コの街の雰囲気は，かつての快適きわまる印象からする
と少しがっかりせざるを得なかったが，千葉ならさしづ
め 11月の初旬といったすばらしい気候の中での一週間
は，いろいろの意味で参加者を満足させたにちがいな
い。ただ二つのホテノレ，約 20の会場がーせいに口演を
進める形式は，マンモス化する国際会議の常としてやむ
を得ないとはいえ，どうしてもききもらすものが出た
し，会期半ばになると会場から会場へとうごきまわるペ
ースが落ちて残念であった。私の場合，結局のところ中
枢神経系にかかわる面a それも神経薬理としてまとめら
れるような部門に終始した形になり，全会期にわたって
あった循環器系の口演やガンの治療薬の問題など重要な
部門に足を向け得なかった。したがって以下は，この大
きな学会についての小さな印象にすぎないが，何かのお
役に立てばと思い概要を記すことにする。
さて私がきき巡った部門の中では現在何が中心である
のかを知っていただく単純な目安としていくつかの基本
的薬物を中心に演題数を数えてみたら次のごとくであっ
た。(1)カテコールアミン関係:約 100(このうち 60%
は CyclicAMPに関するもの，残りの大部分はカテコ
ーjレアミンの貯蔵や遊離に関するもの) (2) アセチjレコ
リン関係:約 50，(3)プロスタグランジン関係:約 50， 
(4) ヒスタミン関係:約 40， (5)セロトニン関係， 
GABA関係:ともに約 15。このような数字だけで問題
の重要度をいうことはできないが，すくなくとも世界の
薬理学者の指向や研究費配分の背景をうかがわせること
にはなると思う。気がついてみると 10年前にはさかん
にさわが行ていた SubstancePなどは今や全く消えさ
っている。
カテコールアミンの問題の中で代表的なものはKopin
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の司会により行なわれたカテコーノレアミンと神経機能に
関するシンポヲウムにおける Glowinskiの口演であろ
う。ラットやネコの線状体におけるドーパミンのうごき
や，大脳皮質や脳幹部におけるノルアドレナリンの動態
からすると，カテコーJレアミン貯蔵の形に“functional 
compartment"と“mainstorage compartment"と
の二つが考えられるとした。これはかつて kopinらが
アドレナリン作働性神経の末端について考えたところと
どこがことなるのか掴みがたい点もあったが，とにかく
脳内のカテコールアミン貯蔵形式に二つのタイプがある
、ことを述べた点で大切であろう。一般演題の中で私がひ
かれたものの一つは， UCLAの Bryanと Butcherに
よる 6ー ハイドロキシドーパミン (6-0HDA)をラット
の黒質に微量注入することによる常同症的行動の発症
で，これをパーキンソニスムのモデルにしようとしたも
のである。これはd・ドーパに非常に敏感になることが
述べられた。同様のものとして， Menonと Clarkが
マウスを用い 1，4-Butanedilあるいは GHBを腹腔
内注射することにより運動減少，筋強剛を発症させた報
告があるが，この方は 4・ドーパがあまり奏効せずアポ
モノレヒネさらにはアンプェタミンが効くことが述べら
れ，この種の症状の複雑性を示した。この際， GHBは
ドーパミン遊離を抑制するのであろうとの見解が述べら
れた。 I
アセチJレコリン (ACh)に関しては，なんといっても 
ACh-受容体を抽り出そうとする話題が一応興味をひい
た。ロックフエラー研究所の Fulpiusたち， イギリス
の Potterは共にねらいをニコチン作用を受けとめる受
容体に置き，いずれも ACh受容体の本質をたんぱく質
と考えている点で注目された。 Fulpiusたちは ACh受
容体がコブラ毒に強い親和性をもつことを利用して抽出
し純粋化をこころみた。抽出量はいまだすくなくて性質
をきわめきれないが，おそらくたんぱく質であるとして
いる。 Potterは電気ナマズの電気器官がニコチン様作
用を示す神経支配をもっていることに着目し，これより 
ACh受容体をとり出し，分子量約 50，000のたがぼく質
であるといっている。しかし， ACh受容体に関する問
題は， ACh受容体とみられるものがとり出されただけ
62 村山
ではどうにもならず，それが受容体としての作用をはっ
きり示してくれなければ意味がすくないであろうと私は
思う。
神経系の活動とヒスタミンの関係はセロトニンの出現
以来やや見はなされた感がしていたが，今回の招待講演
において Uvnasが肥肝細胞をいろいろな活性アミンの
取り込み，貯蔵および遊離実験のためのモデルにしよう
とする見解を述べたのはヒスタミン研究再興のために意
義が多かったとみたい。ラットの肥肝細胞が invitroで
ヒスタミン，セロトニン，ノルアドレナリン， ドーパミ
ンを取り込むこと，これらの取り込みがクローjレプロマ
ジンや三環性の抗抑うつ薬でおさえられることが報告さ
れたが， Uvnasは 1973年 4月の日本薬理学会総会に来!
日が予定されているときくので，近く再びこの問題をき
くことができょう。
セロトニン関係の演題の中で私が注目したのはナノレコ
レプシーに対するセロトニン前駆物質 t-5HTPの大量
内服療法であった。スタンフォ}ド大学の Zarconeた
ちは 4例の患者について好成績をおさめたことを報告し
た。 .e-5HTPの内服は精神分裂病に対する治療でわが
国においてもここし 2年試験的に用いられており，今
後の研究が期待される。
一般演題の中からあたらしい薬物を拾いあげる仕事も
大切であって，神経薬理に関するもの二，三を選んだ。
そのひとつは，オランダの Bontaたちのもので， HA-
966 (l-h ydroxy-3-amino-pyrrolidone-2)といわれる
もので化学構造上 GABAを cyclicformにしたもの
であるが，このものは脳内(ことに線状体)のドーパミ
ンの利用をいちじるしく抑制し，その組織レベルをたか
めるというもので，黒質・線状体間のドーパミン作働性
線維連絡の研究に利用されることが期待される。その二
は， シェーリング社の Barnett らによる Sch12679 
(N-methy1-1-phenyl-7，8-dimethoxy-2，3，4，5-
tetrah ydro-3-benzazepine maleate) と称される向精
神薬についての報告である。私がなぜこの薬物に注目し
たかというじ正常行動にはほとんど影響を与えず，し
かも攻撃行動をきわめてよく抑制するからである。いわ
ゆる majortranquilizerとしての性格をもちながら体
温下降やカタレプシーをおこさないと報告された。ただ
し未だ電気生理学的検索はほとんど進められていないら
智
しく，この点やはり成否は今後の問題であろう。アップ
ジョーンズ杜の Rudzikたちは 3-mercaptopropionic 
acid (3-MP A)によるマワスの特異な疾走けいれんは
ベンゾジアゼピン誘導体のあるものでないと抑制されな
いとし，あたらしい薬物 U-31889を紹介したが， この
薬物の将来はともかくとして， 3-MPAによる疾走けい
れんがベンゾジアゼピン誘導体の特異なスクリーニング
テストの武器になる可能性はあると 思ってきいていた。J
さて，私自身は教室の植村展子，鈴木俊雄との連名で
ベンゾジアゼピン誘導体が特異的にシナプス前抑制を増
強することを報告した。これは現在，麻酔科にいる吉野
が薬理学教室の大学院学生であったころの業績に出発す
るもので，その後多くのベンゾジアゼピン誘導体につい
て検索を進めた結果その性格を確認した。今回の会議で
私の次に口演したフランスの Chaneletらがやはりネコ
の脊髄を用い，その Rexed第 7層にジアゼ、パムを微量
注入したときが一番敏感でシナプス前抑制を増強すると
考えられると同一見解を発表した。
さて開会式のことを末尾に書くことになったが，今回
の会議でもっともよかったのは開会式であったとまで私
がいっている理由は，アメリカ薬理学会々長であるロッ
シュ研究所長の J.J. Burns 博士の“Pharmacology 
and the Future of Man"という演説にあった。わず
か 15分たらずのものではあったが， そこには薬理学者
がより社会とのつながりの中に生きるべき決意がもられ
ていたO 日本の薬理学者がともすれば薬物そのものの追
究を行なうことをあなどるごとき姿勢を示すことにかね
てより反発を感じていた私にはとくにこの Burns博士
の演説は勇気を与えてくれた。開会式の数時間前に日本
から到着された多くの方々が，時差の関係で式の途中睡
魔におそわれて折角の話をきき逃していられるらしかっ
たのは残念で、あった。
サンフランシスコに入る前 2週間余を古巣のイリノイ
大学ですごし Unna教授とも久しぶりにゆっくり語れ
たのは実にたのしかったし，わずか数回ではあったが大
学院生諸君に脊髄性固縮の実験手技を伝えられたのはよ
ろこびであった。やはり何かの道がひらかれでもう少し
手軽に諸外国の研究者，ことに若い人々と交流する機会
を多くしたいものだと感じた。 
(1972. 12. 5受付)
